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サルモネラ (GenusSa ㎞ onella) に属する菌群 流行を繰り返していたが ， 1930 年代にはいって 急 、 

は現在 2,400 以上の血清型に 分けられており ， こ 速にその発生率が 低下し この状況が続いてき 

れらはその病原性のうえから 2 大別することがで た。 しかし最近，米国のかなりの 養豚場で再び S. 

きよう。 すなわち宿主に 特異的で起 病 性が高く敗 Choleraesuis による疾病が 見られるよ う にな 

血症やチフス 性疾患を起こすものと ，ほとんどの り，年々その 発生が増加している。 すなわち故山 

場合腸管のフローうとして 存在し何らかの 誘因 症や肺炎症状の 見られるものが 多く， Schwartz 

によって胃腸炎を 起こすものとであ る。 人の場 (K.J.Schwartz;S 荻 non 甜ぬ s 市田 而 ee.PIGS,MsS 軋 
合， S. Typhi や S. Paratyphi A などは特異的 May, 1996) はなぜ最近になって 豚のサルモネラ 

に チフス性疾患の 原因となるが ，その他のほとん 症の発生が再燃したのかの 理由は不明の   点も多 い 

どの血清型菌は 腸管に限局した い わゆる食中毒に が， PRRS 流行の拡大に 伴った呼吸器における 

とどまるか，単なる 死物寄生菌として 一過性に 腸 複合感染によるのではないかと 推測している。 

管を通過する。 その反面， S.Typhi は人以覚の 

動物にはチフス 性疾患、 を起こし得ない。 一方， た 

とえば S. Typhimurium はマウスに敗血症やチ 

フス性疾患、 を起こしまた S.Cholera ㏄ uis は豚に宿 

主特異性が強く 敗血症や肺炎などの 原因 菌 となる。 

米国における S. Choleraesuis の状況 

豚に 特異的に病原性の 高い S. ChoIeraesuis は 

1885 年米国で， Salmon および S 而 th によって豚 

コレラ罹患豚の 臓器から分離され ， 氏 らはこれが 

本 疾患の原因であ ろうと想定した。 そののち豚コ 

レラはウイルスによることが 明らかとなったが ， 

S. Choleraesuis は豚を宿主として 強い病原性を 

発揮したり， ウィルスとの 複合感染で病を 増悪す 

ることが吹回られている。 

米国では 19 世紀の終わりから 20 世紀の初頭にか 

けて S. Choleraesuis は豚の主要な 病原菌として 

わが国における 豚 由来サルモネラの 変遷 

わが国では明治に 至るまで九州の 南部や沖縄を 

除いて豚の飼育が 見られなかったが ， それ以降養 

豚の目的で英国から 中 ヨークシャコバークシヤ 

一などを導入し ，敗戦に至るまでこれらの 品種が 

優位を占めていた。 しかし戦前の 豚における疾病 

に 関して，サルモネラとくに S. Choleraesuis の 

感染についての 報告はほとんどなく ， また系統的 

な 豚 由来サルモネラの 検索もされていない。 しか 

し，敗戦後わが 国は外国との 交流も盛んとなり ， 

かつ畜産物の 輸入も増加する 一方，人のサルモネ 

ラ中毒も漸増の 傾向にあ った。 そこで 坂崎ら 

(Sakazaki,  良 ， Na 血 oka,  S.,  Watanabe,  S.; 

SalmoneIla  and  Arizona  in  Japan, The  Japn. J. 

Exp.Med.,29,15-39,1959)  は豚を含む 牛 ， 馬 ， 

めん m  羊 ， 犬 ， ミンク， 猫 ，ネズミ， 兎 ， 鶏 ， 卵 ， 
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サルモネラ， とくに 豚 との関わりについて   
人などに由来する 各種材料からのサルモネラの 検 

索を 1949 年から 57 年の 9 年間に 亘 って実施してい 

る。 ここで注目すべきは ， 犬 ，鶏の糞便および 明 

( 死 ごもり 卵 ) から種々の血清型のサルモネラが 

高率に分離されたにもかかわらず ，豚に由来する 

サルモネラは 極めて少なかったことであ る。 一般 

に 豚は雑食性でかつ 比較的不衛生な 環境で飼育さ 

れており， このようなことから 豚が高率にサルモ 

ネラを 保歯 していることが 想定されてきた。 そし 

て事実 1930 年代には，英国，メキシコ ， ガ テマラ， 

米国などにおいて 豚の腸管 膜 リンパ節には 高率に 

サルモネラが 保菌されているという 報告があ る。 

わが国でも 坂崎 らは，本邦の 飼育豚からもかなり 

高率に S. Choleraesuis やその他のサルモネラが 

分離されると 予想していたが ，実際に 該 菌群の検 

索を行ったところ ， 1950 年以降の 9 年間に収集し 

た 豚 材料約 10,000 例から S. ChoIera ㏄ uis は 1 例 

も 分離されなかったし その他のサルモネラの 検 

出事もわずか 0 ． 1% と極めて低率であ った。 渡辺 

(1951), 有森 (1954), 浜田 (1953) らも同様の 

報告を行っており ， ここでわが国における 豚 由来 

サルモネラの 分離率の低いことが 強調されてい 

る 。 これは極めて 興味深いことであ って，わが国 

の今までのサルモネラによる 食中毒の多くが 鶏卵 

や乾燥 粉卵に 由来する一方，豚肉やその 加工品に 

よることが比較的まれであ ったことからも 伺え 

る。 しかし最近米国において 豚の肺炎病変から 

  S. ChoIera ㏄ uis が検出される 事例が増加してお 

り，わが国でも 同様のことが 散見されている。 本 

菌は豚に特異的に 感受性があ り，かつリンパ 節な 

どに定着しやすいため 米国と同様，わが 国の養豚 

場にこれから 徐々に蔓 延するのではないかと 憂慮 

される。 
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最近の豚における S.Cholerzaesuls の疫学・病態など 

米国とくにアイオワやミズーリ 州で最近 S. 

Choleraesuis による肺炎が 漸増している。 前述 

のように，豚に 特異的に病原性を 有するサルモネ 

ラは S. Choleraesuis であ って ， 他の血清型菌は 

豚に対してほとんど 起病力 はない。 S.Ch0Iera ㏄㎡ s 

の場合，今までは 豚に敗血症やこれに 伴う肝炎， 

脾腫，腸炎ときには 中枢神経障害を 起こすことが 

一般的であ った。 しかし最近の 豚に対する S. 

ChoIeraesuis 感染では肺炎を 起こす頻度が 高ま 

っているのが 特徴であ る。 すなわち，限局性気管 

支肺炎，出血性肺炎，線維素性肺炎，肋膜炎など 

が見られる。 この場合，パス ツノ ラ や アクチノバチ 

ルスなどとの 重 感染も見られるが ， S.Cholera ㏄㎡ s 

の単独感染の 比率も高い。 もちろん肺炎とともに 

肝炎や敗血症が 見られる例も 多い。 表 1 にはミズ 

ーリ州における 最近の豚剖検 側 に由来する S. 

Cholera ㏄ mis 分離状況を，また 表 2 には 該菌 が分 

離された豚の 病型をそれぞれ 示した (J.R. Turk 

et  al., Pneumonia  associated  with  S. C ぬ 0 ル忽か 

S%is  infection  in  swine:  gg  cases  (1987 円 990), 

JAVMA, 201, 1615H616, 1992) 。 

表 1 からも明らかなように S. Choleraesuis  に 

よる感染率は 年々増加の傾向にあ る一方， 該 菌の 

表 1  1987 年 1 月一 1990 年 12 月に豚の剖検例から 分 

離された S. Choleraesuis ( ミズーリ州 け 

年次 S.Cho@eraesuis  分離株数 剖検 例 
百分上 ヒ 

数 (%) 

1987 27 471 5.7 
1988 40 503 8.0 
1989 37 493 7.5 
1990 49 545 9.0 

( 合計 ) 153 2,010 7.6 

(Tu 「 k,J.R., 1992) 
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関わりで公衆衛生上問題であ ろう。 このようなサ 

ルモネラの豚への 保 菌でまず考えられるのが 飼料 

の汚染であ る。 残俳ながらわが 国では，飼料原料 

( 大部分は輸入 ) のサルモネラ 汚染について 系統 

的に調べた報告がなり。 しかしかなり 古いが 1966 

年に橋本ら ( 橋本， 広森 ，曾我部， 波岡 ; 国産およ 

び輸入飼料のサルモネラ ，倉荷 誌 ， 7, 428, 1966) 

が 行った成績があ る。 すなわち 1964 年から 1965 年 

の 12 月までの各月に 採取した 424 サンプル中 25 例 

から 30 株 (7%  )  のサルモネラが 分離され，それ 

らは S.  Thompson, S.  Infantis, S.  Enteritidis, 

S. Melea 紅出 is,  S. Gve,  S.  Senftenberg,  S. 

Tenn ㏄ see,  S.  Anatum  および S. Taksony  の 

9 血清型であ った。 この成績から 直ちに現在の 飼 

料のサルモネラ 汚染の状況を 推察することはでき 

ないにしても ，サルモネラが 飼料中に皆無であ る 

とは言い切れまい。 

現在豚の疾病として 最も高率と見られるのは 呼 

吸器疾患であ り， その原因も PRRS ウイルス， 

マイコプラズマ ，アクチノバチルス ，パス ツノ ラ ， 

レンサ球菌などと 多彩であ る。 ここにまた S. 

Choleraesuis が加わることによって 被害がます 

ます増大することが 考えられる。 これに対するワ 

クチンの開発が 望まれるところであ るが，宿主特 

異性の強 い サルモネラのワクチンとしてのバクテ 

リン ( 死菌 ワクチン ) はその効果は 期待できない。 

さりとて有効な 弱 叢生 菌 ワクチンも簡単には 開発 

されないだろう。 ワクチンに適応し ぅ 6 弱善化が 

むずかし い からであ る。 しかし Schwartz(1996) 

によれば，米国では 1993 年に 2 種類の弱 毒 生ワク 
  
チンが発売されており 比較的有効であ るという 

が， その詳細は不明であ る。 これとても， その 農 

場が オーエスキⅠ PRRS, アクチノバチルス な 
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どに汚染されている 場合はその効果が 低下すると 

いう。 一方，常時飼料に 抗生剤を投与してサルモ 

ネラ汚染を排除しょうとする 考え方が欧米で 見受 

けられるが， これは取るべき 方法ではないことは 

言 う までもない。 

付記 : サルモネラ属の 分類について 

前述したよ う にサルモネラ 属の菌群は約 2400 種 

に及ぶ血清型が 知られており ，各血清型はそれぞ 

れ 種 (species) として，たとえば S 祝笏 nndf 屋 粥 - 

%rzitid ぬ のように命名されていた。 ところが最近 

これらの各血清型菌の 生化学的，遺伝学的性状は 

ほとんど共通であ るところから ，血清型ごとに 種 

名を付すのは 細菌の命名規約に 反するという 意見 

が大半を占めてきた。 そこで種々の 経緯の末 1987 年 

に Le Ⅵ nor らは 1952 年に Kauffmann &  Ed- 

wards が提案した "enterica" を新しい 種 形容 語 と 

して採用することを 国際裁定委員会に 提訴した。 

もしこの提訴が 採用されればサルモネラの 分類は 

次のようになる。 

S 祝物。 ん 8%en 加れ c, ほ 

S. ente ん ・ casubsp. entencca 

S. em ね位 は subsp. 鍛肋笏舵 以下略 

しかし，サルモネラの 種形容 語 として "c ん 。 ね乃彫 - 

su ゐ " は "e んね 佗がに対して 命名規約上優先権 を持 

っており， Le Ⅵ nor らの提訴に対する 委員会の 

裁定はまだおりていない。 

それはさておき ，現在日常の 血清型の記載をど 

うするかは重要な 問題であ る。 そこで，一般には 

本稿で記したように 血清型は固有名詞をそのまま 

頭文字を大文字にしてローマン 体 とし 鰯レ 0- 

%97 ぬ Cholera ㏄ uis, S は z 勿 o%gf ぬ Enteritidis のよ 

うに記載する。 
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